
青梅市社会教育委員会議６月定例会会議録 

 

令 和 ３ 年 ６ 月 ２ ２ 日 

２ ０ １ 会 議 室 

出席者 委員 １０名 

事務局３名 

 

１ 開  会 

【議 長】定例会の間がかなり空いた。青梅市のワクチン接種の１回目を受け、

近日中に２回目を受ける。委員の皆さんも早めに摂取できるといいと思う。 

【課 長】東京大会の協賛金について、明星大学から４万円、青梅こども未来

から１万円いただけることになった。依然として新型コロナウイルス感染症が

終息しない。放課後子ども教室は、一部学校は学年を限定して開始している。

事業があまり途切れないようにしていきたい。 

 

２ 報告事項 

(1) 令和２年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会定期総会について 

（報告資料１） 

ア 日 時 令和３年４月１７日（土）午後１時～ 

イ 場 所 ネッツたまぐーセンター（青梅市文化交流センター） 

多目的ホール 

ウ 出席者 

宮野 金子 藤原 神山 市川 栗原 吉野 山川 横手 園田 

現地 現地 現地 オン 

ライン 現地 現地 現地 現地 現地 現地 

事務局：浜中、和田、土屋、田畑、長谷川、福岡 

【事務局】事務局から概要説明。アンケートについては、講演会の内容もよか

ったという声がよく聞こえた。オンラインでも開催できたことにより、いろい

ろな参加の仕方ができた。 

～質疑なし～ 

 

(2) 令和３年度関東甲信越静社会教育研究大会東京大会実行委員会第８回実

行委員会                      （報告資料２） 

【事務局】事務局から概要説明。１日開催とし、分科会をブロック研修会とす

ることとなった。ブロック研修会の内容は、分科会の内容で行う。基調講演に

関して、東京大学へ府中市・武蔵村山市・実行委員長と行ってきた。コーディ

ネーターは立川市の倉持先生がいいのではないかということで、打診をしてい

るところである。第９回は７月７日にオンライン開催予定で、宮野議長が青梅

市役所から参加する。 

【議 長】第一ブロックの研修会を例年どおりの形で行うことになる。委員の



皆様にもご協力いただきたい。 

 

(3) 生涯学習事業実施予定・結果            （報告資料３） 

【事務局】事務局から概要説明。図書館のおはなし会は６月に入ってから部屋

の定数の半分以下の人数で実施するようにして再開している。 

【議 長】当分は制限が続いていく方向なのか。 

【事務局】感染者を増やしたくないという国・都の方針から、当面制限は続く

と思われる。 

 

(4) その他 

特になし 

 

３ 協議事項 

(1) 青梅市社会教育委員会議４月定例会会議録について  （協議資料１） 

【事務局】事務局から概要説明。 

～承認～ 

 

(2) 青梅市放課後子ども教室推進事業運営委員の推薦について 

（協議資料２） 

【事務局】事務局から概要説明。どなたか推薦していただきたい。 

【議 長】これまでは金子副議長だった。継続してお願いしたいがどうか。 

～異議なし～ 

【副議長】長く着任していたので、他の方に就いていただくのもいいかとは思

ったが、継続する。なかなか実施が難しい一年だった。これからも頑張ってい

きたい。 

 

(3) 令和３年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会 第１ブロック研修会

について                      （協議資料３） 

【事務局】事務局から概要説明。日程と場所を決めたい。１２月になると交流

大会があり、ブロック研修会の報告をしなければならないため、１１月１３日

あたりまでに開催しないと厳しい。教育長挨拶が例年あるため、教育長不在の

日は難しい。事務局としては１１月６日の午後が望ましい。 

【議 長】分科会の内容を踏襲していく。１１月６日が東京大会直前ではある

が、ここで行えるといい。これまでのブロック研修会では、教育長のあいさつ

がない場合はない。９月だとまだ暑い。１０月でも会場の人数制限はあるのか。 

【事務局】ワクチン接種も進むと思われるので、緩和される可能性もあるが、

何とも言えない。 

【議 長】いつごろまでに他市町へ連絡する必要があるか。 

【事務局】例年であれば、７月の理事会で伝えている。 

～各委員のスケジュールを確認～ 



【委 員】産業観光祭が１１月６日・７日に実施となると、参加が難しい。 

【事務局】産業観光祭は、やり方が変わる可能性がある。永山で実施するかど

うか不明である。 

【委 員】１１月２０日・２１日の青梅宿は実施予定である。 

【議 長】１１月６日の方向にしたい。 

～１１月６日に決定～ 

 

(4) 第５２回関東甲信越静社会教育研究大会東京大会協賛広告について 

（協議資料４） 

【事務局】事務局から概要説明。各市町８万円が目標。現在、青梅市では５万

円。残り３万円について、有力な話等学校あればいただきたい。 

【議 長】青梅市社会教育委員の会議としても、いくらかでも出したいと思う。

１人２千円くらいでどうかという話があったが、いかがか。 

～決定～ 

【委 員】青梅市書道連盟から１万円出したい。 

～その他、協賛に協力していただけそうな企業・団体等を提案～ 

 

(5) その他 

【事務局】２年に１回、教育委員との懇談会を行っている。８月４日定例会終

了後の午後４時過ぎに実施予定。次回７月定例会の際に出欠を取る。また、７

月定例会でテーマを決める。前回は「学校と地域の連携について」、平成２９年

は「子どもの成長を見守る手立てについて」だった。平日ではあるが、ぜひご

出席いただき、有意義な会にできればと思う。テーマ案を各自検討しておいて

いただきたい。 

【議 長】懇談会の予定を各自入れておいていただきたい。 

 

４ その他 

【事務局】その他の配布物について説明。 

 

 

次回定例会   ７月２０日（火） 


